










審査委員の視線（共進会） 

～第 15回全日本ホルスタイン共進会～ 

  九州・沖縄ブロック大会へ向けて 

 

（一社）日本ホルスタイン登録協会 

            事業部審査課長 高橋貞光 

 

 第 15回全日本ホルスタイン共進会九州・沖縄ブロック大会の開催まで、いよいよ７ヶ月を切るところ

まできました。この度、全共開催を迎えるにあたり、本紙面を通して審査委員がどこに注目して共進会の

審査を行っているのか？審査委員の立場で、少しではありますが皆様方にお話しさせていただきます。    

この度は、宮崎県内酪農家の皆様に少しでもお役立ていただければと思い、寄稿させていただくことと

いたしました。なお、ページの都合により一部内容を省略しますことを予めご了承下さい。 

 

■体型審査と共進会は何が違う？ 

 先ず始めに、当協会の審査委員が日常業務の殆どで行うのは「体型審査」です。生産者からは「共進会

の審査」とは見方が違うのでしょうか？このような質問をよく受けますが、どちらも基本的な見方は同

じです。酪農家が酪農経営を行う上で乳牛（経済動物）に求める理想的な体型、すなわち長命連産性に優

れ高い生産性を備えているものに対して高い評価をいたします。よって、ただ外見的に「他の牛よりも大

きい」や「他の牛よりもキレイ」、「他の牛よりも乳器が大きい」など、高さ・長さ・大きさなどと言った

サイズを理由に評価するのではなく、骨格構造の正確性・乳用強健性・乳器構造の機能性、これらについ

て重視します。その際に重要な審査のガイドライン、いわゆるルールブックとなるのが審査標準です。 

 「体型審査」と「共進会の審査」の違いを挙げれば、「体型審査＝個体審査」・「共進会審査＝比較審査」

であることです。よって、体型審査の場合、他の牛と得点で優劣が付きますが、共進会の審査は他の牛と

優劣で序列が付きます。共進会審査では例えば６歳以上のクラスにエクセレント 90 点の牛が 10 頭出品

されても１位から 10位まで優劣により序列が付くことになります。 

 

■審査のポイント 

 共進会の審査をする際に重要なポイントは数多くありますが、今回は次の３項目に注目します。 

（１）骨格構造の正確性 

                    ①背線は強くまっすぐで長い 

                    ②胸は深く胸底は広い 

                    ③前肋から後肋にかけて深く長さがあり強く支えられ 

                     充実している 

                    ③尻は腰角から坐骨にかけて適度に傾斜し尻長が長い 

                    【評価に適さないもの】 

                     背線が弱く、胸および肋が浅く、逆尻なもの 

 



（２）乳器構造の機能性（経産牛） 

           ①前乳房は腹壁に強く付着し、長さは中等で適度な容積があるもの 

           ②後乳房は高く広く強く付着しているもの（付着点は陰門からの距離で判断） 

③上方から下方にかけて一定の幅をもちわずかに丸みを帯びているもの 

           ④底面が水平で飛節端より高い（初産 15㎝以上、２産 15㎝、３産 10㎝が目安） 

           ⑤乳頭は太さと長さが適度で、各乳区の中央に配列し垂下しているもの 

           【評価に適さないもの】 

            乳房が深い、前後の付着が弱い、後乳房が狭く低い、乳頭配置が極めて内付き 

 

（３）乳用強健性（強さ・乳牛らしさ・雌牛らしさ） 

                全体に活力があり強さを備えている。飼料の高い利用性を現すもの 

（雌牛らしく優美・鋭角的かつ強さを兼ね備えているもの） 

①肋が極めて開張している（肋骨の張り出し位置が高い） 

                ②横から見て、肋の方向（後肋が後方）に優れ肋間が広い 

                ③頸（薄く長い）・き甲（よく締まりよく発達している）・肋（開張と 

方向）に優れている。 

                【評価に適さないもの】 

                 肋が開張していない、乳用性に欠ける、オーバーコンディション 

 

■審査委員が求める“らしさ”とは？ 

（１）２歳級らしさ 

   例えば、２歳級の審査をする際に、これまで説明した条件を満たす素晴らしい牛が出品されたと

しても、その牛がまるで４歳級のような牛であった場合、２歳級として評価しにくいと言えます。共

進会が年齢区分によりクラス分けされているように、２歳級らしさ、３歳級らしさ・・・成牛らしさ

を求めます。よって、仮に発達した大きな乳房を持った牛でも、成牛のように乳房底面が深い（低い）

牛は２歳級として評価することはできません。乳房底面は下腹部より高い位置にあることが理想で

す。 

（２）乳牛らしさ 

   どんなに力強く肋が開張した牛であっても、その牛が丸骨で頸が短く、肋の方向が立って、全体的

にオーバーコンディションである、すなわち粗野な牛であれば評価しません。乳牛としての特徴を備

え、経済動物として高い飼料の利用性と高い生産性を備えているかを求めます。 

（３）雌牛らしさ ＝ 美しさ 

   （２）に関連しますが、雌牛である以上は雌牛らしく優美で、品位と資質に富んでいること。共進

会では、歩様時・静止時ともに審査委員に対して、その牛の良さ（美しさ）をアピールしなければな

りません。 

（４）強さ 

   骨格構造が正確で背腰は強く、胸は広く肋腹は充実して肋骨は開張していなければなりません。

例え鋭角的であっても胸が浅く狭く、肋が開張していなければ、その牛は弱い牛と評価します。 



 

■印象的な牛 

 共進会において殆どの審査委員は、全ての出品牛が審査会場に入場した時点で審査を開始します。こ

こからが、審査委員との真剣勝負、いざ本番です。審査委員は中央に立ち、１～２周程度、全ての出品牛

を確認します。次に、出品番号順に個体審査を開始し、１st並びに２ndピックアップによる並列審査の

後に、最終序列を決定します。出品者は、牛と一体になって自身の手足のごとく牛をコントロールし、審

査委員に良い印象を与える必要があります。その牛の歩様時と静止時のそれぞれで一番よく魅せる姿を

事前にインプットしておく必要があると言うことです。よって、十分に調教することは勿論、審査場内で

牛が走り回ったり、他の牛を嫌がったりしないよう予め訓練と準備をしなければなりません。また、未経

産牛と経産牛では審査委員に対して後肢の位置を変える必要があることや、並列審査時の出品者の立ち

位置に加え、前後左右の他の出品者との間合いも考慮するなど、「ショウマナー」を熟知していなければ

なりません。このような状況の中、審査委員が１頭の牛を審査する時間は長くても１分程度ではないで

しょうか。 

 審査のポイントで説明した「骨格構造の正確性」、「乳器構造の機能性」、「乳用強健性」に加え、「肢蹄

構造の正確性」、「歩様の正確性」、そして「審査委員が求める“らしさ”」このような条件を備えた牛であ

れば、審査委員はその牛が審査場に入場した時点で好印象を持つことでしょう。 

 

■ショウコンディション 

 このように、体各部位の構造が正確で輪郭鮮明な牛が居る場合、例えそのクラスに 30頭出品されたと

しても、審査委員はその１頭を無視することはできません。その後の個体審査で、決定的な欠点がない限

り、むしろ欠点がないことを願いつつ審査すると思います。但し、極めて接近した２頭の序列付けの場合

は、最終判断として「コンディション」により序列が決定する場合があります。ショウコンディションに

優れ体型に優れた牛であれば、審査委員はその牛を１位にして、審査講評の際に「会場に入ってきた時点

で私の目を捉えました。」などと説明するのではないでしょうか。きっと、チャンピオン決定審査にも進

出することができると考えられます。このように印象深い牛は、審査委員の記憶に 10年は残るものと考

えます。そして審査委員もきっとその共進会に達成感をもって満足に終えることができると思います。 

 

■まとめ 

 乳牛は経済動物である以上、健康で長持ちし良質な生乳を生産しなければなりません。牛も人間同様

に快適な空間で生活し、常に清潔でありたいと思っているはずです。管理者は牛体・牛床・牛舎を衛生的

に保つ努力と良質な生乳を消費者に提供するため、牛に対し時間を費やす責任があります。そしてその

努力に愛牛たちが応えてくれるはずです。今からでも遅くはありません。今日からできることに一つず

つ取り組むことで、結果として酪農経営の改善につながるものと信じております。牛は人間しだいで如

何様にも変わります。人が変われば牛も変わるものと信じ、第 15回全日本ホルスタイン共進会の宮崎県

開催の成功と宮崎県代表牛のご活躍並びに宮崎県の酪農発展に祈念申し上げます。 

 



 
 

★ 第 15 回全共会場のレイアウトを紹介します！★ 
今大会は九州･沖縄が共同して開催する大会です。 

九州･沖縄は北海道、関東に次ぐ生産乳量を誇る酪農地域です。九州･沖縄の酪農家１５００戸が生乳の

生産向上や乳牛改良にかける意欲と熱意を全国に強く発信していきましょう。 
会場は牛の審査会場のほか資材器具展、物販･飲食ゾーンそして消費者に酪農及び牛乳・乳製品を知っ

ていただくイベントやミルクロードまた、ステージイベントも盛りだくさんでどなたでも楽しんでいた

だける内容となっています。 
是非近隣の方々にお声掛けしていただき多くの来場者のお越しを心からお待ちしています。 

★酪農資材・器具展に多くの出展の応募があり出展者が決まりました！★ 
出展は酪農機械・資材関連が 23 社、農業機械関連が 10 社、飼料関連が 25 社、薬品関係が 7 社

その他 29 社で合計 94 社となっており内容盛りだくさんの展示となっていますのでご期待くださ

い。 
また、関連して会場内で酪農の最新技術や、資材に関する酪農セミナーを開催することにしてお

りますのでこちらは随時お知らせいたします。 
●お知らせ 

全共実行委員会事務局の事務所は 3月 2日より都城地域家畜市場内へ移転します。 

★ 
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現在、人では新型コロナウイルス、豚では CSF(豚コレラ)が猛威を振る
っております。新型コロナウイルスは関東域から関西まで広がり、 
九州に入ってくるのも時間の問題かもしれません。ＣＳＦはご存じのよ
うに既に沖縄に入り九州管内の養豚関係者は戦々恐々となってます 
畜産関係者としてもう一度、飼養衛生管理を見直して頂きたいと思います。 

「発生予防」と「早期発見・通報」の徹底 

1. 明確！･･･「衛生管理区域」を明確に！ 

畜舎とその周りを「衛生管理区域」としてその他の区域との境界が

わかるようにしましょう。 

①区域を出入りする車・人・物は、消毒を徹底しましょう。 

②区域に立ち入った人を記録し、保存しましょう。 

2. 駆除！･･･野生動物・害獣の駆除 

畜舎にある給餌・給水の設備や飼料の保管場所にねずみや野鳥

などの野生動物の排せつ物が入らないようにしましょう。 

3. 清掃！・・・畜舎の清掃・消毒 

定期的に畜舎と道具の清掃・消毒をしましょう。 

4. 観察！・・・家畜の観察 

毎日家畜の健康状態を観察し、「特定症状」を見つけたらすぐに最

寄りの家畜保健衛生所に通報しましょう。 

5. 記録！・・・来場者・家畜の記録 

来場者や家畜の観察記録を付けましょう 

【家畜保健衛生所への通報が必要な口蹄疫の特定症状例】

※39度以上の発熱，流涎，口や蹄に水疱やびらんなどあれば、 
家畜保健衛生所へ通報する義務があります。 

「飼養衛生管理基準」について（農林水産省 HP）http://www.maff.go.jp/j/syouan/douei/katiku_yobo/k_shiyou/

舌の潰瘍 舌の水疱 

 

泡沫生流涎 

 














